
①

記入例

浄 化 槽 設 置 届 出 書

令和３年４月１日

都道府県知事（保健所を設置する市にあっては、市長）

特定行政庁 長崎県知事 中村法道    殿

設置者の住所 諫早市栄田町２６番４９号

  氏名       保健 太郎

電話番号    ０９５７－２６－３３０５

  浄化槽を設置したいので、浄化槽法第５条第１項 の規定により次のとおり届け出ます。

１．設置場所の地名地番
諫早市栄田町２６番４９号

２．種     類 ①浄化槽法に基づく型式認定浄化槽

（名称 （メーカー名）（型式名） 認定番号 ○-○○-Ｈ-○○○ ）

②その他

３．処 理 の 対 象 ①し尿のみ   ②し尿及び雑排水

４．当該浄化槽において処理す

るし尿等を排出する建築物

の用途及び延べ面積

住宅  113.02 ｍ2

（車庫 12.00 ｍ2を除く）

５．処理対象人員及び算定根拠         ５ 人  別紙「人員算定表」のとおり

６．処 理 能 力

イ．日平均汚水量 1.0   ｍ
3
／日

ロ．生物化学的酸素要求量の除去率 90       ％

ハ．放流水の生物化学的酸素要求量 20    ㎎／ｌ

７．放流先又は放流方法
①側溝 ②河川 ③湖沼 ④海域 ⑤地下浸透

⑥その他（      ）

８．工事を行う予定の浄化槽工

事業者の氏名又は名称及び

登録番号

氏名又は名称  ○○○○     登録番号 登○○号 第○－○○号

９．着工予定年月日 R３年 4月 27 日 10． 使用開始予定年月日 R３年５月２７日

11．付近の見取図 別添のとおり

12．その他特記すべき事項 新築、汲み取り便槽から切り替え、単独処理浄化槽から入れ替え等

   行政庁記入欄

（注意）１．「都道府県知事（保健所を設置する市にあっては市長）・特定行政庁」については、不要のもの

を消すこと。

２．２欄、３欄、及び７欄は、該当する事項を○で囲むこと。

３．11欄は、設置位置、放流経路、放流先、方位、道路及び目標となる地物を明示すること。

４．12 欄は、処理対象人員と使用予定人員が当面異なる場合にその使用予定人員を記入すること。

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。

設置者の現住所・受理書の送付先

引越したら

変更届

（○） ○-○○-Ｈ-○○○

（×） 型01Cad0a0000000

配置図と整合すること

届出日の翌日から１０日間は着工できません（10 日間は審査期間）

届出日が４月１日の場合は、４月１２日から着工可能（勧告がある場合を除く）

別添⑥(型式認定書)

に記載があります

（基本 人員×0.2）

別添⑧(型式適合認定

書の別添仕様書及び図面)

を参考に記入

してください



②
様式第２号

法  定  検  査  依  頼  書

                                            令和３年４月１日

長崎県知事指定検査機関

一般財団法人長崎県浄化槽協会理事長 様

（長崎県知事経由）

                                依頼者 住 所諫早市栄田町２６番４９号

                                        氏 名保健 太郎

                                                法人にあっては、主たる事務所の

                                              所在地、名称及び代表者の氏名

                                        ＴＥＬ０９５７－２６－３３０５

  浄化槽法第７条（使用開始３か月後検査）及び第１１条（毎年１回の定期検査）の規

定により、私が設置（管理）する浄化槽の法定検査を受けたいので依頼します。

１．設置場所 諫早市栄田町２６番４９号

２．浄化槽の種類

①浄化槽法に基づく型式認定浄化槽

（名称 （メーカー名）（型式名） 認定番号 ○-○○-Ｈ-○○○ ）

②その他

３．記載の省略 設置届出書又は管理者変更報告書と同時に提出し、設置届出書と記載内容が

同一の場合は４～９は省略できます。

イ．別添の設置届出書若しくは管理者変更報告書と同時提出で、かつ設置届

書の内容と同一のため４～９は省略

ロ．上記イ以外のため下記のとおり記載

４．建築物の用途

及び延べ面積                          ｍ２

５．処理対象人員                               人

６．処理能力

イ．日平均汚水量                                m3／日

ロ．ＢＯＤ除去率                                ％

ハ．放流水のＢＯＤ                            mg／ℓ

７．放流先
①側溝 ②河川   ③湖沼   ④海域 ⑤地下浸透

⑥その他（              ）

８．施工業者

９．使用開始予定

年月日

     年   月   日

１０．検査手数料 イ．当日現金払い  ロ．請求書がほしい

添付書類

・浄化槽設置届出又は管理者変更報告の際に関係行政庁に提出した書類の副本（建物の周辺図を含む）

・周辺図には目標となる施設や交差点名等を記載してください。

省略可能



③
様式第３号

誓 約 及 び 承 諾 書

                                              令和３年 4月１日

  長崎県知事 中村法道 様

                             設置者 住 所諫早市栄田町２６番４９号

                                        氏 名保健 太郎

                                              法人にあっては、主たる事務所の

                                              所在地、名称及び代表者の氏名

私が浄化槽の設置届を提出するにあたり、下記のことを誓約及び承諾します。

記

１．浄化槽に係る紛争が生じたり、苦情があった場合は、当事者間で責任をもって解決

します。

２．浄化槽の使用については、使用の準則を遵守することはもちろんのこと、保守点検  

については保守点検業者に、清掃については清掃業者に委託いたします。

３．浄化槽法第５７条の規定により知事が指定した検査機関（以下「指定検査機関」と

いう。）が行う、同法第７条に規定される検査（浄化槽の使用開始３か月後の法定検

査）及び同法第１１条に規定される検査（１年ごとの定期的な法定検査）を受けま

す。

４．法定検査を受けるため、浄化槽設置届出書をはじめとする当該浄化槽の各種届出書

及び報告書の副本が、関係行政機関から指定検査機関へ送付されることを承諾しま

す。

５．上記のほか、関係法規を遵守します。

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。



④

浄化槽処理対象人員算定表

  建築用途別

階  別

住宅
車庫

（算定外）

１階 90.48 ｍ2 12.00 ｍ2

2 階 22.54 ｍ2

用 途 別 合 計 面 積 113.02 ｍ２
12.00 ｍ２ ｍ２ ｍ２

単位当り算定人員 113.02ｍ2≦130ｍ2

算 定 人 員 ５人 人 人 人



⑤

認定書

国住指第○○○○号

平成○○年○月○日

○○○○会社

代表取締役社長 ○○ ○○様

国土交通大臣 ○○ ○○

下記の構造方法等については、建築基準法第６８条の２６第１項（同法第８８条第１項におい

て準用する場合を含む。）の規定に基づき、同法施行令第３５条第１項の規定に適合するものであ

ることを認める。

記

1. 認定番号

ＤＷ３Ｎ－○○○

2. 認定をした構造方法等の名称

○○方式 ○○型/○～○○人槽/合併処理浄化槽/汚物処理性能

3. 認定をした構造方法等の内容

別添のとおり

（注意）この認定書は、大切に保存しておいてください。



⑥

○○第○○号

認定書

○○県○○市○○町○○番地

○○○○会社

代表取締役 ○○ ○○

さきに申請のあった下記の浄化槽の型式については、建築基準法及びこれに基づく命令で定め

る構造基準に適合すると認められるので、浄化槽法第１３条第１項の規定に基づき、工場におい

て製造される浄化槽の型式として認定する。

平成○○年○月○日

国土交通省○○地方整備局長  

○○ ○○     

記

1. 認定番号等

認定番号 浄化槽の名称 工場の所在地及び名称

浄化槽の概要

処理方式
処理対象人員

（人）

日平均汚水量

（ｍ3／日）

○―○○―Ｈ―○○○

○―○○―Ｈ―○○○―○

○―○○―Ｈ―○○○―○

○○―５型

○○―７型

○○―１０型

○県○市○町○番地

○○○○会社○○工場

○県○市○町○番地

○○○○会社○○工場

○県○市○町○番地

○○○○会社○○工場

建築基準法

第６８条の

２６第１項

の規定に基

づき、同法

施行令第３

５条第１項

の規定に適

合する○○

方式

５

７

１０

１．０

１．４

２．０

2. 別添図書

（１）型式適合認定書の写し

（２）製造方法及び製造設備の概要を記載した書面

（３）検査方法及び検査設備の概要を記載した書面

（４）施行要領書

（５）維持管理要領書

別添①(浄化槽設置届出書)に記入す

る認定番号はこの番号になります

別添①(浄化槽設置届出書)に

記入する日平均汚水量です

基本（人員×0.2）になります



⑦

型式適合認定書

ＢＣＪ基型-JS00000

平成○○年○月○日

○○○○会社

代表取締役社長 ○○ ○○ 様

一般財団法人 日本建築センター

○○ ○○    

下記の型式については、建築基準法第６８条の１０第１項（同法第８８条第１項において準用

する場合も含む。）の規定に基づき、同法第１章から第３章までの規定又はこれに基づく命令の規

定のうち同法施行令第１３６条の２の１１に掲げる一連の規定に適合するものであることを認め

る。

記

1. 認定番号

型01Cad0a0000000

2. 認定をした型式に係る建築物の部分又は工作物の部分の種類

合併処理浄化槽

3. 認定した型式の内容

○○○○―５型

詳細内容は、別添仕様書及び図面による。

4. 一連の規定に適合するための適用条件

浄化槽法の規定に基づく適正な工事および適正な保守点検を実施すること。



⑧

型式適合認定書別添仕様書及び図面           建築基準法施行令第３５条第１項の・・・ 会社名 ○○○○会社

型式 ―５型 ―７型 ―１０型

型式適合認定番号 型01Cad0a0000000 型01Cad0a0000000 型01Cad0a0000000

認定年月日 平成○○年○月○日

放流水質 ＢＯＤ 20mg/L以下 Ｔ－Ｎ ○mg/L以下 ＳＳ ○○mg/L以下

仕様表

槽
の
容
量
及
び
寸
法

材
料
・
材
質
及
び
機
械
設
備
の
仕
様

特
記
事
項

マンホールφ

薬剤筒

分離槽 ろ床槽 沈殿槽

メーカーによって値が異なる場合があります。

下記を参考に別添①(浄化槽設置届出書)に記入してください。

放流水質〔放流先の生物化学的酸素要求量（BOD）〕が

・２０mg/L の場合

→生物化学的酸素要求量の除去率 ９０％

・１５mg/L の場合

→生物化学的酸素要求量の除去率 ９２.５％

・１０mg/L の場合

→生物化学的酸素要求量の除去率 ９５％



⑨



⑩～⑬

２Ｆへ

洗濯機

洗面台

③

延べ床面積
×
×
×

１Ｆへ m2

×
×

m2

m2

注意事項等
8
,3
7
3

①
隣
地
境
界
線

玄関合
併
処
理
浄
化
槽

（
５
人
槽

）

1
,4
7
8

③

求積図及び求積表

側溝

⑥

⑦

　市道（旧国道34号）

④

②

居室

③台所

985 2,955

②

11,821

①隣地境界線

①
隣
地
境
界
線

①道路境界線

脱衣所

5,418

11,821

排水設備
なし

A

B

1,478

C

10,343

6,403

985

5
,9
1
0

1,478

8
,3
7
3

3
,8
8
5

平面図及び配置図

縁

押入

居室居室

UP→

③居室

床の間
洗面所

縁

流し

廊下

車庫

⑤

12m2

記　載　例

リビング

ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト

手洗い

1,478

5
,9
1
0

11,821

風呂

便所

6,403

9
8
5

6,403
2,365 4,038

3
,8
8
5

9
8
5

2
,9
0
0

②

←

ＤＯＷＮ

便所

居室

居
室

⑦

Ｄ
Ｅ

4,0382,365
6,403

2
,9
0
0

9
8
5

1.478 10.343 15.287

0.985 5.418 5.337
B 5.910 11.821 69.862
C

A

小計

Ｅ 15.688

90,486

④

小計
22.54

合計 113.02

22,547
3.885 4.038

90.48
Ｄ 2.900 2.365 6.859

① 各境界線（敷地境界線、隣地境界線、道
路境界線など）を記入します。

② 建築物の寸法を面積がわかるように記入
します。

③ 各部屋の用途も忘れずに記入してくださ
い。
（例居室、台所、風呂、便所等）

④ 建物内の排水設備の名称を記入し、その
全てが浄化槽へ接続しているか、わかる
ように配管を記入します。
注）外水道など雨水の流入がある場合は

接続できません。
注）便所内の手洗いも忘れずに接続して

ください。
注）２階部分の排水設備も忘れずに接続

してください。

⑤ 敷地内にある車庫や倉庫は配置図に位置
を記載し、排水設備の有無を記入します。
また、倉庫であれば「農業用」等の用途
を記入します。

⑥ 放流先を記入します。
注）届出書の「７.放流先又は・・・」

と整合があうようにしてください。

⑦ 求積図及び求積表を記入します。
注）平面図の寸法と求積図・求積表の寸

法が異なっていたり、求積表の計算
が間違っていることがあります。提
出の前に再度確認して提出してくだ
さい。


